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 本研究の目的は，小学校社会科の授業づくりを手がかりにして，来るべきＶＵＣＡ
社会における社会科単元・授業実践の検討を行うことである。特に「学習デザイン」

「意思決定」「合意形成」を実践のキーワードに，小学校 6 年生の社会科実践を通し

て，検討を行った。その結果，本実践で教材化した「S 市のコミュニティバスの在り

方について考えよう」は，VUCA 社会の顕在化したミクロな側面として，子どもが様々

な立場の存在を認識しつつ，議論する上では有効な教材であることが分かった。また，

議論における合意形成に関しては，授業分析の結果，数名の子ども発言から，「運行

ルート」「運行スケジュール」「バス停の距離」「運賃の設定」などの観点に基づき

つつ合意に向かう兆しが見られた。しかし，コミュニティバス運行に関する改善の意

見は述べるものの，その根拠が示されなかったり，曖昧な自己の体験に終始したりす

る発言が多かったことも明らかになった。今後の課題として，学習デザインとしての

柔軟な単元展開や合意に向かう子どもの発言の取り上げ方などがあげられる。 
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１ はじめに 

  

本研究の目的は，小学校社会科の授業づ

くりを手がかりにして，来るべきＶＵＣＡ

社会における社会科単元・授業実践の検討

を行うことである。 

VUCA（ブーカ）とは，Volatility（変動
性・不安定さ），Uncertainty（不確実性・
不確定さ），Complexity（複雑性），
Ambiguity（曖昧性・不明確さ）という 4つ
のキーワードの頭文字から取った言葉であ

り，あらゆるものを取り巻く環境が複雑性

を増し，想定外の事象が次々と発生するた

め，将来の予測が困難な状態を指す。現在

は明らかに VUCA の度合いが加速している
ことは言うまでもないであろう。このよう

な複雑化，多様化，多元化した社会，また

想定外の事象が生起する社会を生きていく

子どもたちに，社会科は何がすべきであろ

うか。 
こうしたVUCA時代の到来は，当然のこと
ながら，社会科の授業づくりにも大きな影

響を与えることは予想に難くない。なぜな

ら，これから予想される社会を生き抜く力

を育成していくことは学校教育の使命であ

る。裏を返せば，描く未来によって，教育
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がいい」と述べ，便数を増やすことには同

意しながらも，「バス停を減らす」ことに

こだわりを見せている。131D は「便数を増

やしたほうがいいと思います。便数を増や

すことで多くの人が乗れると思います。ま

た昼間に増やすことで高齢者や障がい者の

人も利用しやすくなると思います。主に昼

間に行動をすると思う」と発言し，高齢者

や障がい者の方は，昼間に行動するという

限定的な見方を表明している。最後に，

133Pでは，「1日の便数を増やすと利用しや

すくなるかもしれないけどそのお金をどう

するかが問題かもしれないからあまり増や

しすぎるといけないがお金に余裕が出たら 1

から 3便増やしてどうしても増やした時は募

金すればいい」と発言し，既習内容の予算

との関係について言及している。 

 第 9分節では，本時の学習に関して数名の

「振り返り」を発表させている。138R は

「最初は始発時間を早く最終の時間を遅く

いうと考えでしたが主な利用者を考えると

便数を増やすという意見に変化」したこと

を振り返っている。授業の最後に 139T は，

自治体の公共機関や施設の方針，運用の仕

方について公表されていることを伝えてい

る。 

(3)考察 

 本授業を検討した結果，以下の４点につ

いて考察を述べる。 

 1 点目は，子どもの意思決定についてであ

る。 

 教師は，単に「コミュニティバスの問題

を解決しよう」と提示するのではなく，教

師の「改善案」を「改善」するという場を

設定し，子どもに意思決定を迫ろうとして

いる。このことは，子どもの主体的な発言

（意思決定）を促す「仕掛け」として機能

していたと考えられる。ただ，第 6分節で，

「便数を増やす，始発と最終の時刻を変更

する，新たな運行ルートを作る，昼間の運

賃を安くする」から一つ選ぶ（意思決定）

活動を設定はしているが，それぞれの提案

が十分に吟味・検討がなされていないため

に，表面的な意思決定に留まっていたと考

えられる。 

本授業では，第４分節で出た「運賃を安く

する」ことは，子どもたちにインパクトを

与えたが，本時では，あまり深くは検討さ

れず，表面的な議論に終わっている。第 5分

節で，複数の子どもから賛否の声が出てい

ることから，この「運賃を安くする」こと

についての話題提示は，本実践のテーマに

深くかかわっていく可能性をもったもので

あると考えられる。 

2点目は，合意形成についてである。 

1 点目とも関わるが，本授業では，教師が

提示したコミュニティバス運行の改善案に

対して，何に合意できるか，何に合意でき

ないか，を子どもに語らせることを意図し

て授業展開がなされている。しかしながら，

本実践においては，教師の「何に合意でき

て，何に合意できないか，その理由は何か」

の問いが明確に示されず，意思決定の延長

に留まっている意見が多かった。 

第 8分節では，４０Jの「昼間のコミュニテ

ィバスの運賃値下げ」の発言に端を発した

追究が，10 円の割引や運賃 100 円据え置き

など，価格をどうするかの表面上の議論に

終始してしまい，一見すると拡散したまま

でとの追究が閉じられてしまったような感

がある。しかし，この運賃割引については，

他 自 治 体 （ 例 え ば 多 治 見 市

https://www.city.tajimi.lg.jp/kurashi/t

oshikekaku/kotsu/tyuukanjyougen.html ）

で実際に運用されており，もう少し丁寧に

扱えば，運賃の設置を軸に，利用者増加を

見込んだ合意に向けた話し合いを行うこと

ができたのではないかと考える。また，始

発や終電の時刻もしくは新たな運行ルート

に関しても，22Ｄの「始発の時間を早くす

ることと最終の時間を遅くすること」や 60

Ｋの「裏ルート」の発言を取り上げ，具体

的にその根拠を示させることによって，実

質的な合意の道を探ることができたのでは

ないと考える。 

3 点目は，子どもの学びについてである。

本実践では，学習内容に関して，貴重な発

言が数多く出ていた。第３分節では，27Ｅ

「通勤通学者も利用する」33Ｈ「昼も高齢

者の方が買い物に行く時に使ったりするか

もしれない」40Ｊ「昼間の利用者は少ない

ので 昼間は少しだけ料金を安くしたほうが

いい」などのように，誰が，コミュニティ

バスをよく利用しているのかについて明確

にした発言をしている。第 4分節では前述し

た通り，40Ｊの発言に対して，昼間の運賃

の値下げについて追究がなされている。第 5

分節では，教師が「渋滞」（51Ｔ）に話題

を変え，60Ｋの「裏ルート」の発言を引き

出している。第6分節では，現状が続くと67

Ｃ「赤字になる」68Ｃ「大変なことになる」

と発言し，75Ｋ「バス停を減らす」92Ｆ
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５１T：昼間は安くするっていう意見には反対意見が出ましたがじゃあ他に何かありますか。ではみんなから
なさそうなので先生から一ついいですか。 みんな始発の時間を早くした方がいいよ，最終の時間を遅
くした方がいいよっていう意見がたくさんありましたが，けど朝Ｓ市の道路はこんな感じじゃないか
なと思います。これわかる。  ５２C：渋滞してる。 

５３T：そう渋滞してんだよね。この渋滞する中にバスだったらどう  ５４C：遅れが出る 
５５T：もしも通勤通学者の人がこんな渋滞に巻き込まれたら バスに乗りたいと思いますか 
５６C：ならない ５７T：じゃあ始発の時間は変えた方がいいかなどうかな５８C：そのままでもいい 
５９C：変えてもいい  ６０K：変えてもいいとは思う。だから裏ルートとは 
６１C：裏ルー（笑）  ６２T：裏ルートを作る。 渋滞しないところを通って行くということ 
６３C：そう   
６４T：面白い意見やね。 
６５T：今たくさんできましたが，もちろんこの問題点も解決しないといけません。この問題点を全て改善案

に入れたらみんなが利用しやすくなる「ひみこバス」になると思いますが， 世田谷区の時も学習した
と思うんだけども，計画と予算案を一緒に議会に提出しないといけないということを学習しましたよ
ね。 こんなに問題点を解決していたら予算はどうなりそうですか。  ６６C：莫大になる。 

６７C：赤字になる。  ６８C：大変なことになる 
６９T：そうだよね。だから 解決できるものは一つです。なので新たに改善案として入れていくのは一つで

す。 今できた改善は便数を増やす始発・最終の時間を変える後はルートを作る。 っていうのがでま
した。 あと昼間を安くするっていうのも出てきましたね 今四つの改善案のポイントが出てきました
が， どれが一番いいと思いますか。 ７０C：便数を増やす  ７１C：始発の最初時間を変える 

７２T：ていうのを今から近くの人と 4分間話し合ってみてください。最終案に入れるポイントは何がいいか          
～グループ協議～（４分間） 

７３K ：便数を増やすということをするにはもう１つしかないよ ７４C：（Lさん）どういうの 
７５K :バス停を減らす。 ７６C：（Fさん）確かに 
７７K ：バス停をだって見て見て 1分か 4分ごとに止まってるんだよ。 1分後に止まって 1分後に止まって

1分後に止まってだったら 100 M おきにバス停があるんだよ。俺の家の近くは 50メートルおきにある
もん。 バス停が多いからス停を減らして高齢者をも歩けば運動不足解消なるからていう点でもいいや
ん。   ７８L ：高齢者運動不足なくなるっていうこと 

７９K :高齢者の運動不足改善という点にもつながるやん。 そしたらバス停を減らす。そしたら利用しやす
くなる。   ８０F ：確かにバス停を減らすのはいいかもしれない。 ８１M ：バス停を減らす？ 

８２K ：これ見てこれ 31 分に出発 32 分に止まる。 だいたい 1 分ごとに止まる。32 分から 32 分に止まる
よ。1分もかかってないやこれ絶対バス停減らしてはいいや 

８３L ：確かにバス停を減らした方がいっぱい乗れる。 ８４C;（Fさん）利益も増やせるし 
８５K ：そもそも出てないからどうでもいい 
８６K :便数を増やしてバス停を減らす。そしたら 早く目的に着くからどんどんも利用しやすくなる。しょ

っちゅう止まっとったらいかんやって それならまだ歩いた方がいい 
８７F ：バス停を減らして便数を増やす ８８C：（Lさん）それでいいんじゃないですか 
８９F ：じゃあ発表する。どうせならみんな一緒にてをあげる 
９０M ：じゃあバス停を減らして便数を増やすという意見にするの 
９１K ：運賃はもっと上げていっちゃないと   ９２C：（Fさん）運賃上げる。 
９３K ：乗る料金をもっとあげてもいいんじゃないのか  
９４K ：100円だって，１00円よだって始発から乗って終点までも 100円よ 
９５L ：でも 1分ごとに止まって次のバス停で降りて 100円ちょっと高いと思う  
９６K :150円でもいいんじゃない。110円でもいいんじゃない   
９７K ：他になんかある  ９８C：（Fさん）ない  
９９L ：終わる時間をもっと先にするとかはお酒飲んだりする人がいるから 
１００K：それはもうご勝手に  １０１T：はいじゃ時間になりました 
１０２T：しっかり交流することできましたか。 １０３C：できました 
１０４T：はいじゃあそれではどの改善案が聞いてみたいと思います。どの改善案がいいという意見になりま

した。最後に１つに絞るなら。はいじゃ Nさん １０５N：えっとー便数を増やす 
１０６T：何で便数を増やしたほうがいいと思いましたか 
１０７N ：なんか 1時間に 2，3本通った方がなんか多くの人が乗れるようになると思います。1時間 1便は

少ないからたくさん運行したらみんなが利用しやすくなるんじゃないか。 皆さんどうでしたか   
１０８C：同じです 
１０９T：他の理由だったっていう人いますか。他の理由で便数を増やした方がいいっていう人はいますか。  
１１０T：じゃあ Kさん 
１１１K：バス停を減らして便数を増やしたほうがいいと思います  
１１２T：どうしてバス停を減らしたいと思った  
１１３K：Ｓ公園線なんですけども 1分ごとに止まってるんですよ。 だからもう 100円がもったいない。 そ

したら歩いたほうががいいとなって利益が出なくなる。 
 
 
 
 
 
１１７T： 他に便数を増やす以外に出ましたか。みんなも便数を増やした方がいいっていう意見
になりましたか 
１１８C：はい  
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